
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「ローソン『夢の教室』募金」とは 

ローソングループはマチ（地域社会）の一員として、 

「子どもたちの未来のために」というキーワードのもと、 

さまざまな社会貢献活動に取り組んでいます。 

その一環として、2019 年 4 月 1 日より、「子どもたちに夢に向かって 

生きていってほしい」という想いから、JFA が運営する、 

「JFA こころのプロジェクト『夢の教室』」を支援しています。 

店頭募金などの「ローソングループ“マチの幸せ”募金」にお寄せいただいた、 

お客さまの善意が活用されています。 

 

 

■「JFA こころのプロジェクト『夢の教室』」※とは  ※「夢の教室」は、スポーツ教室ではありません 

「JFA こころのプロジェクト『夢の教室』」は、公益財団法人日本サッカー協会（JFA）の、「夢を叶えるために努力し

続けてきた仲間がいる。その仲間とともに一人でも多くの子どもたちに、夢をもつことの素晴らしさを伝えたい」と

いう想いから、2006 年に誕生しました。 

さまざまな競技の現役選手・OB・OG などを「夢先生」として学校に派遣し、「夢をもつことやその夢に向かって努力

すること」や「仲間と協力すること」の大切さなどを、夢先生の体験談を通して子どもたちに伝えています。 

また、当日子どもたちが将来の夢や授業の感想を書いた「夢シート」は、後日夢先生が一人ひとりへ返事を記入し、

子どもたちの手元にプレゼントとして届けられます。 

 

★「夢の教室」について、詳しくはこちらへ（JFA サイト） 

https://www.jfa.jp/social_action_programme/yumesen/ 

https://www.jfa.jp/social_action_programme/yumesen/news/00022899/?utm_source=jfa&utm_medium=kv/ 

 

★「ローソン『夢の教室』募金」について、詳しくはこちらへ（ローソンサイト） 

https://www.lawson.co.jp/company/activity/social/bokin/dreamroom/ 

「ローソン『夢の教室』」 2019 年度 開催報告 



■「夢の教室」の授業内容（2019 年度） 

 

【対象・実施の単位】小学校 5 年生と中学校 2 年生（各クラス単位） 

夢先生と子どもたち一人ひとりとができる限り、触れ合う機会をつくります。 

 

【時間／場所】90 分間（中学校は 95 分間）／学校の体育館・教室 

 

【前半：「ゲームの時間」】夢先生と子どもたちの緊張をほぐすために、 

簡単なゲームを体育館で行います。「ルールを守ること」、「クラスの仲間と協力 

すること」、「全力で取り組むこと」なども伝えます。 

 

【後半：「トークの時間」】教室で、夢先生が自身の体験に基づき、 

夢や目標をもつことの素晴らしさや、つらいことがあっても乗り越えることや 

努力することの大切さなどを、黒板に「夢曲線」を描きながら 

子どもたちに伝えます。 

 

 

■「ローソン『夢の教室』」 2019 年度 開催実績一覧（8 校 18 クラスの約 570 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■学校の先生方からのコメント（2019 年度に開催した 8 校から一部抜粋） 

「あきらめないでチャレンジし続けることの大切さが子どもたちによく伝わった。努力することの大切さを口にしたり、

協力して取り組むことが増えた」 

「授業の後に「どんな 6 年生になりたいか自分ルールを作ろう！」という子どもたちの声が聞こえてきた。夢をもつ

ことの大切さ、夢に向かって努力するかっこよさ・すごさ、みんなで力を合わせる楽しさ・難しさを知ることができた」 

 

 

■「ローソン『夢の教室』」 授業レポート① （開催校： 福岡県北九州市立二島小学校） 

 

 

 

 

【夢先生（後藤史さん）のコメント】 

「くじけそうになった時はまわりの人と比べないで、 

なりたい自分と比べる。 

そして今の自分にできることをやり続ける！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         【参加した小学生のコメント】 

「プロ野球選手になりたいので、 

どんなことがあってもあきらめない」 

「学校の先生になりたいので、勉強を頑張る。 

そして、みんなと仲良くする」 

 

 

 

【参加したオーナーのコメント】 

「素晴らしいプログラムで、自身の今後の夢を再確認する機会になった」 

（八幡船越一丁目店 江藤路彦さん） 

 

 

 

 

 



■「ローソン『夢の教室』」 授業レポート② （開催校： 三重県松阪市立殿町中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【夢先生（富平辰文さん）のコメント】       【夢先生（藤村智美さん）のコメント】 

「自信は、立ち向かうことで身につく！」         「自ら言葉の力を信じて“目標をもつ”ことが大切！」 

 

 

【参加した中学生のコメント】 

「これまで将来についてあまり考えてこなかったけれど、 

授業を受けて、これから自分がすべきことがわかった」 

「プロバスケットボール選手になりたいので、あきらめずに、 

ひたすら練習し、努力する。英語も勉強する」 

 

 

 

【参加したオーナーのコメント】 

「授業の前後で、生徒の表情が変わり驚いた」 

「一流の経験をした方に優るものはないと実感した」 

「マチ（地域）に関わる企画には、今後もできる限り参加したい」 

（松阪垣鼻町店 刀根孝司さん／松阪虹が丘町店 小倉江美子さん／ 

松阪松ケ島東店 辻 匡人さん） 

 

 

 

 

ローソンは、これからも“マチの幸せ”を目指して全国の子どもたちに「夢の教室」を届け、子どもたちに夢をもつ 

ことの素晴らしさを伝える活動を支援してまいります。 

尚、2020 年度については、新型コロナウイルス感染症の影響により、10 月以降オンラインにて「夢の教室」を開催

予定です。 

 

 

  


